
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
   付属部品 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

   床組み 
   ①床面切抜寸法で点検口を設置する床面を開口し、床面から地面まで５００㎜以上を確保し 

補強根太を全周にまわします。 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

   外枠の取付け 

   ①外枠外側の穴が開いている箇所に外枠受け樹脂を取付けます。 

    （各辺３箇所×４辺：計１２箇所）    

 
 
 
 

 
 
 
 

 

 
 
 

 

 

 
     
 
 
 
 
 
 
   ②額縁の裏側にある両面テープ（気密材）のハクリ紙をはがし、開口した床面に外枠を 
    はめこみます。 

   ③外枠受け樹脂を根太に押し当てて、丸木ねじ（４.１×３２）で固定します。 

    （各辺３箇所×４辺：計１２箇所） 

 

気密・（断熱）型床下収納庫 ＰＫＬ６０（Ｄ） 型 

施 工 要 領 書 

使 用 上 の 注 意 
■指づめ等の恐れがありますので、蓋を開けた際は横に置いてください。 
■床面や部材を傷つける恐れがありますので、横に置いた蓋の上にはのらないでください。 
■転倒や落下の恐れがありますので、使用後はすぐに蓋を閉めてください。 

1. 

2. 

3. 

4. 断熱外枠の取付け ※断熱型のみ 

①断熱外枠を床下に入れ、凹凸のある面を上にした状態で、外枠の下に断熱外枠ホールド 
樹脂とさらタッピンねじ（３.６×５０）で取付けます。 

束石 

束 

大引き 

補強根太 

納まり参考図 安 全 に 関 す る ご 注 意 
●断熱材（断熱蓋・断熱外枠）は 

    ▼火気厳禁／可燃物です。火気を近づけないでください。 
    ▼有機溶剤・石油厳禁／シンナー等に接触させると溶解します。 
    ▼直射日光厳禁／紫外線によって劣化します。 
    ▼高温厳禁／変形するので７０℃以上のものを近づけないでください。                                          

Ⅰ．外枠裏側の溝に、外枠受け樹脂を 

横向きに差し込みます。 

Ⅱ．外枠受け樹脂の上部が外枠外側の穴に 

  はまるように回転させます。 

Ⅲ．外枠外側の穴から、外枠受け樹脂の上部が 

  少し出る程度まで差し込みます。 

外枠外側の穴 

ハクリ紙を 
はがす 

ハクリ紙 

外枠 

丸木ねじ（4.1×32） 

外枠 

断熱外枠ホールド樹脂 

さらタッピンねじ 

断熱外枠 
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根太 

約１００㎜ 

強く締めすぎ 

ないでください。 

断熱外枠ホールド 

樹脂が１～２mm 

埋まる程度。 

床材 
 

断熱外枠と根太等の隙間を 

シリコン等で処理してください。 

断熱外枠ホールド樹脂にて断熱外枠を固定した際に、断熱外枠がふくらんだ 

場合はさらタッピンねじ（３.６×５０）をゆるめて調整してください。 

断熱外枠がふくらんだ 

場合は、ねじをゆるめ 

て調整してください。 

外枠受け樹脂 

付 属 部 品 名 入数 
取手 1 

回転取手取付けキャップ 1 

なべ小ねじ（M4×16） 2 

平座金（呼び径 4） 2 

さらタッピンねじ（3×16） 8 

外枠受け樹脂 12 

 

付 属 部 品 名 入数 
丸木ねじ（4.1×32） 12 

蓋補強材 ２ 

なべタッピンねじ（4×12） 16 

網かご・仕切網 各 1 

断熱外枠ホールド樹脂※ ４ 

さらタッピンねじ（3.6×50）※ ４ 

※断熱型のみ 

額縁の裏側にある両面テープ（気密材）が床材に密着するように外枠を取付けて 

ください。気密性が低下する場合があります。 
蓋および外枠の加工寸法の対角寸法は同寸法としてください。 

外枠をはめ込む際、開口部床面の汚れを拭き取ってください。汚れていると両面 

テープの粘着力が低下する恐れがあります。 

外枠はめ込みの際は、一度接着すると位置の調整が困難なので注意してください。 

断熱外枠 

ホールド樹脂 

さらタッピンねじ 

（3.6×50） 

Ａ 
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3 の続きへ 

【断熱外枠ホールド樹脂取り付け位置】 

◆断熱外枠の対向２辺各２箇所（計４箇所） 

◆断熱外枠内側側面にある×印の位置 

（床仕上面から８０ｍｍ下の位置）�  

５へ（裏面） 

次工程「３．外枠の取付け」の前に、「４．断熱外枠の取付け」に 

備えて断熱外枠を床下に入れておくと施工が容易になります。 
 

☆施工のポイント（断熱型の場合） 

【床面切抜寸法】 

６０６×６０６㎜ 

床面は床面切抜寸法通りに開口してください。

強度が不足する場合があります。 
床の強度は、束を入れ十分確保してください。 

切り抜いた床材は、蓋材に使用してください。 

改築の場合、下面の配管にご注意ください。 

外枠 

外枠受け樹脂 

床材 

外枠受け樹脂 

根太 



１６２ ２９６.５ ２９６.５ １６２ 

 
 
   蓋材の加工 

   ①蓋材加工寸法に、蓋材（切り抜いた床材）を切断します。 

    ※蓋材厚みの合計が１５㎜になるようにします。 

   ②下図のように端から８０㎜・センターの位置に取手用の開口（小判穴または角穴 

    （２３㎜×９１㎜））を設けます。 

     

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
   蓋の組み立て 
   ①内枠を裏返し、加工した蓋材をはめ込みます。 
   ②内枠の外側から、内枠と蓋材をさらタッピンねじ（３×１６）で固定します。 
   ③蓋材になべ小ねじ（Ｍ４×１６）で取手と回転取手取付けキャップを取付けます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   蓋補強材の取付け 

   ①蓋補強材２本を、蓋材の裏面になべタッピンねじ（４×１２）で固定してください。 
    ※この時、板の継目と垂直になるように蓋補強材を取付けてください。 
     

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

収納ボックス本体・断熱蓋・点検口蓋の取付け 

①収納ボックス本体の下部を受けるように、モルタルまたは砂袋を敷きます。 
 （モルタルにて施工の場合は、モルタルの上にビニールシート等を敷いてください。） 
②収納ボックス本体を外枠に確実に引っ掛かるまで押し下げます。 
③収納ボックスに断熱蓋をはめ込みます。（断熱型のみ） 
④「５.～７.」で作成した点検口蓋をはめ込みます。 

収納ボックス 

外枠 

外枠に引っ掛ける 

8. 5. 

【蓋材加工寸法】 

５８４×５８４㎜ 

※取手用の開口は 

小判穴または角穴 

  （どちらでも可） 

取手用穴参考図 
23
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角穴 

小判穴 

板材で継ぎ目がある場合は、継ぎ目が中央にくるように切断し、必ず捨て貼り（接着）を 

行ってください。 

15 ㎜のフロア材で 2 枚上繋ぎ合わせる場合は、ご使用になれません。 

取手用の開口位置は必ず守ってください。 

6. 

取手 

内枠 

さらタッピンねじ（３×１６） 

平座金 
（呼び径４） 

なべ小ねじ 
（Ｍ４×１６） 

回転取手取付けキャップ 

7. 

蓋補強材は必ず上図の位置にくるように取付けてください。 
強度が不足する場合は、別途蓋補強材（オプション品）を追加してください。 

重要 

なべタッピンねじ 
（４×１２） 

蓋補強材 

内枠 

断熱蓋

（断熱型のみ）

点検口蓋 

収納ボックス 

8 へ 

収納ボックス用吊り金具の取付け（オプション品） 

①断熱外枠中央（「４．外枠の取付け」のＡ部）の下部の凸部にカッター等で切れ目を 

 入れ、凸部を折り取ります。（対向２辺計２箇所） 

 

9. 

反対側も同様にねじ止めします。 

②吊り金具を①で凸部を折り取った箇所に取付けられている外枠受け樹脂に 

 丸木ねじ（４.１×６３）で固定します。 

切れ目を入れる ■部を折り取る 

丸木ねじ（４.１×６３） 

●モルタルまたは砂袋を敷き、外枠に引っ掛かるまで押し下げ、収納ボッ 
 クス本体の底部をしっかりと密着させてください。 
※モルタルにて施工する場合は、モルタルが固まる前にビニールシート等 

 をかぶせて、収納ボックスを取付けてください。 

－ＰＯＩＮＴ－ 
収納ボックス本体の下部を受けるように、モルタルまたは砂袋を敷くと

強度が増します（モルタルにて施工する場合は、モルタルの上にビニー

ルシート等を敷いてください。）。 

モルタル 
または 砂袋 


